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プログラムの趣旨

各府省のSDGsへの取組は、個別の施策・事業の主目的と重なる項目が中心（例：環境省→
目標13 気候変動に具体的な対策を）
SDGsの単一目標にのみ着目するのではなく、他の項目との相乗効果の最大化を目指して施
策・事業を実施することが重要

施策・事業の主目的のSDGs項目と、副次的効果が期待される複数のSDGs項目について目標
を設定して実施し、その成果を把握・点検して次年度の施策・事業に反映するPDCAサイク
ルの仕組みを構築することで、SDGsへの取組をより効果的なものとしていくことを目指す

環境省では、令和２年度から他府省に先駆けて
① SDGs推進のためのPDCAサイクルの構築
② 主要施策のSDGsアイコン表示

を試行的に実施。環境省の試行事業を通じて確立した知見を他府省に展開するとともに、国
内外へ発信



期待される効果：マルチゴールに着目し政策の相乗効果を発揮

現状：１事業１ゴール

単独のゴールに着目した企画・立案

今後：１事業マルチゴール

⇒相乗効果の最大化へ

X事業

A事業

B事業

• 多様なSDGsへの配慮が事業のPDCAに組込まれることで、社会的な付加価値の検討が習
慣化され、SDGsに対してより大きく貢献できる施策の企画・立案が促進され、ひいては
政府の施策全体へのSDGsの組込みに貢献する。

• 本取組を国内外に発信し、自治体や他国政府等と協力することで、国連SDGs 2030ア
ジェンダに貢献できる。



① SDGs推進のためのPDCAサイクルの構築

①17のSDGsに
応じた事前目
標の設定

②事前目標を
考慮した事業
の実施

③事後の実績
把握と自己点
検

④①次年度目
標の（再）設定

②事前目標を
考慮した事業
の実施

中央環境審議会総合政策部会、環境省政策評価委員会
等において、定期的に本取組の実施状況を報告

R2年度４月

R2年度～

R3年5～7月

R3年5～7月

R3年度～

結果を反映

●令和２年度、１２の事業を対象として、SDGsの観点から、目標を設定。

●令和３年５～７月にかけ、上記設定目標について、実績把握・自己点検を実施。その結果
を踏まえ目標を再設定。

●引き続き、上記PDCAサイクルを試行的に実施し、知見の蓄積を進める。



① SDGs推進のためのPDCAサイクルの構築

対 象 事 業

１．環境で地方を元気にする地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

２．地域脱炭素投資促進ファンド事業

３．地域の自立・分散型エネルギーシステムの構築支援事業

４．気候変動影響評価･適応推進事業

５．クールシティ推進事業

６．海洋ごみに係る削減方策総合検討事業費・海洋プラスチックごみ総合対策費

７．生物多様性保全推進支援事業

８．希少種保護推進費

９．我が国循環産業の戦略的国際展開による海外でのCO2削減支援事業

10．食品ロス削減及び食品廃棄物等の3R推進事業費

11．熱中症対策推進事業

12．水銀に関する水俣条約実施推進事業



事業名

業務
概要

令和３年度

事前のSDGs目標設定（Plan) 事業実施(Do) 事後の自己点検結果（Check) 事前のSDGs目標設定（Action/Plan)

・(i)事業の主目的と重なるSDGs目標（◎）及び(ii)事業の副次的な
効果として達成されるSDGs目標（○）をそれぞれ選定し、可能な限
り具体的な目標を設定
・前年度事業の実績を踏まえて目標を再設定

・事業実施後、SDGs目標の実績や事業実施で工夫した点を記載
してください。 ・SDGsの実現にさらに貢献するための方向性等について記載

・(i)事業の主目的と重なるSDGs目標（◎）及び(ii)事業の副次的な
効果として達成されるSDGs目標（○）をそれぞれ選定し、可能な限
り具体的な目標を設定
・前年度事業の実績を踏まえて目標を再設定

8
働きがいも経
済成長も

多様な主体が生物多様性に配慮しながら里地里山の資源を利活
用し、地域活性化を図ろうとする環境保全・経済活動のスタート
アップを支援することで、持続可能な拠点づくりに貢献する。

11
住み続けられ
るまちづくりを

○
生物多様性の保全及び適切な利用を支援することで、地域の自
然資源の維持・向上とその活用を促進し、持続可能な地域づくりに
貢献する。

支援対象を特に推進の必要性が高い取組に絞り、また優れた取
組を募るべく、全国区を対象に公募。生物多様性保全上の高い効
果が期待される事業67件を支援。この中には、例えば、コウノトリ
やトキと共に生きる自然豊かで持続可能な地域の実現に向けた
広域連携生態系ネットワークの形成や地域振興、普及啓発を実施
する事業など、地域の自然資源の維持・向上とその活用を促進
し、持続可能な地域づくりに貢献することを目標としたものも含ま
れる。

令和2年度は、左記取組により、当初ＳＤＧｓ目標の達成に貢献し
たと考えている。令和3年度は、引き続き、地域の自然資源の維
持・向上とその活用を促進し、持続可能な地域づくりに貢献するよ
う、生物多様性保全上の効果が高い事業が各地域で実施される
ようなより適切な採択基準の設定や、当該交付金の活用促進に取
り組む。

生物多様性の保全及び適切な利用を支援することで、地域の自
然資源の維持・向上とその活用を促進し、持続可能な地域づくりに
貢献する。

13
気候変動に具
体的な対策を

○
気候変動に脆弱と考えられる生態系や生物種の保全について交
付金による支援対象としており、自然生態系分野における適応策
の推進に貢献する。

支援対象を特に推進の必要性が高い取組に絞り、また優れた取
組を募るべく、全国区を対象に公募。生物多様性保全上の高い効
果が期待される事業67件を支援。この中には、例えば、高山に生
息するライチョウの飼育下繁殖の実施や技術確立等、気候変動に
脆弱と考えられる生態系や生物種の保全に貢献することを目標と
したものも含まれる。

令和2年度は、左記取組により、当初ＳＤＧｓ目標の達成に貢献し
たと考えている。令和３年度は、引き続き、気候変動に脆弱と考え
られる生態系や生物種の保全に貢献するよう、生物多様性保全
上の効果が高い事業が各地域で実施されるようなより適切な採択
基準の設定や、当該交付金の活用促進に取り組む。

気候変動に脆弱と考えられる生態系や生物種の保全について交
付金による支援対象としており、自然生態系分野における適応策
の推進に貢献する。

14
海の豊かさを
守ろう

◎

特定外来生物の防除、国内希少野生動植物種の保全、国立公園
等の保護区内における自然環境保全、広域的な生態系ネットワー
クの構築など、全国的な観点から生物多様性保全上重要な取組
として、必要性の高い事業を支援。

支援対象を特に推進の必要性が高い取組に絞り、また優れた取
組を募るべく、全国区を対象に公募。生物多様性保全上の高い効
果が期待される、海域における事業４件を支援。

令和2年度は、左記取組により、当初ＳＤＧｓ目標の達成に貢献し
たと考えている。令和3年度は、引き続き、海洋における生物多様
性保全に資する、生物多様性保全上の効果が高い事業が各地域
で実施されるよう、より適切な採択基準の設定や、当該交付金の
活用促進について取り組む。

特定外来生物の防除、国内希少野生動植物種の保全、国立公園
等の保護区内における自然環境保全、広域的な生態系ネットワー
クの構築など、全国的な観点から生物多様性保全上重要な取組
として、必要性の高い事業を支援。

15
陸の豊かさを
守ろう

◎

特定外来生物の防除、国内希少野生動植物種の保全、国立公園
等の保護区内における自然環境保全、広域的な生態系ネットワー
クの構築など、全国的な観点から生物多様性保全上重要な取組
として、必要性の高い事業を支援。

支援対象を特に推進の必要性が高い取組に絞り、また優れた取
組を募るべく、全国区を対象に公募。生物多様性保全上の高い効
果が期待される、陸域における事業63件を支援。

令和2年度は、左記取組により、当初ＳＤＧｓ目標の達成に貢献し
たと考えている。令和3年度は、引き続き、陸域における生物多様
性保全に資する、生物多様性保全上の効果が高い事業が各地域
で実施されるよう、より適切な採択基準の設定や、当該交付金の
活用促進について取り組む。

特定外来生物の防除、国内希少野生動植物種の保全、国立公園
等の保護区内における自然環境保全、広域的な生態系ネットワー
クの構築など、全国的な観点から生物多様性保全上重要な取組
として、必要性の高い事業を支援。

17
パートナーシッ
プで目標を達
成しよう

○

生物多様性の保全においては、多様な主体の連携が重要である
ことを踏まえ、地域の関係者から構成される協議会の活動を支援
対象とするなど、マルチステークホルダーが実施母体となる事業
の推進を支援する。
多様な主体の連携による取組を促進。

多様な主体の連携が求められる事業項目については、交付対象
として地域生物多様性協議会(自治体及び地域の関係主体からな
る団体)を設定。また、地域生物多様性協議会が実施する事業を
27件採択。

令和2年度は、左記取組により、当初ＳＤＧｓ目標の達成に貢献し
たと考えている。令和3年度は、引き続き、多様な主体の連携によ
る取組が進むよう、より適切な交付対象者や採択基準の設定、当
該交付金の活用促進について取り組む。

生物多様性の保全においては、多様な主体の連携が重要である
ことを踏まえ、地域の関係者から構成される協議会の活動を支援
対象とするなど、マルチステークホルダーが実施母体となる事業
の推進を支援する。
多様な主体の連携による取組を促進。

生物多様性保全推進支援事業

各地域において実施される、一定の要件を満たす生物多様性の保全に資する
取組に対し、交付金による財政支援を行うもの。

SDGs
該当
の有
無

令和2年度

① SDGs推進のためのPDCAサイクルの構築 対象事業例
※令和２年度Do・Check欄で取組をフォローアップし、令和３年度
Action/Plan欄で新目標を設定（下線部は旧目標からの変更点）



実績把握・自己点検の結果

●令和３年５～７月にかけ、上記設定目標について、初の実績把握・自己点検を実施。

●事業の主目的のみならず、副次的効果が期待される複数のＳＤＧｓ項目について目標が設
定されたことで、事業実施時に多様なＳＤＧｓ項目へ貢献することが一定程度意識された
といえる。

●主目的以外のＳＤＧｓ項目については、例えば以下のような貢献をしたとの認識。

【ゴール３：すべての人に健康と福祉を】
・熱中症警戒アラートの試行的実施による熱中症の防止
・環境汚染起因の死亡・疾病の減少にも資する廃棄物処
理事業の海外展開を目指し、ＦＳ、セミナー等を開催

【ゴール４：質の高い教育をみんなに】
・食品廃棄物３Ｒや水俣病をテーマとした環境教育機会
の提供

【ゴール５：ジェンダー平等を実現しよう】
・事業に関連する委員会、協議会等の委員選定に当たり、
専門性に留意しつつもジェンダーに配慮

【ゴール８：働きがいも経済成長も】
・地域におけるＳＤＧｓビジネス創発支援、地域雇用創
出等を通じた地域経済活性化への貢献

【ゴール９：産業と技術革新の基盤をつくろう】
・気候変動適応や水銀対策等に係る我が国の優れた技術、
ノウハウの海外展開

・温室効果ガス削減、資源効率性向上の観点から先進的
な技術の導入拡大へ貢献

【ゴール17：パートナーシップで目標を達成しよう】
・事業を通じて、地方自治体、地域住民の皆様、企業、
研究機関、ＮＧＯ、外国政府、国際機関等とパート
ナーシップを構築、強化

【ゴール11：住み続けられるまちづくりを】
・ＢＣＰリスク情報提供を通じ途上国における強靱な社
会インフラ・都市計画立案に貢献

・再エネと蓄電池等を組み合わせ非常時のエネルギー供
給体制構築に貢献

●令和３年度も、多様なＳＤＧｓ項目へ貢献する意識をより高めつつ事業を実施。

●本プログラムを通じさらに知見を蓄積し、国内外に発信し、自治体や他国政府等と協力を
進め、国連２０３０アジェンダへ貢献する。



② 主要施策のSDGsアイコン表示

出典：http://www.env.go.jp/guide/budget/r03/r03juten-sesakushu.html

令和４年度の予算要求において、要求段階から主要事業の主目的と副次的効果を整理し、政
策担当者のSDGs各項目への意識を高めるとともに、PDCAサイクルの構築につなげる

＜以下略＞


